
玄　　　　　　　　　洋　　　令和元年９月１日 第 134号（1）

▽�

志
士
・
国
臣
の
生
誕
祭
を
斎
行
＝
２
面

▽�「
桧
原
桜
」助
命
の
橋
渡
し
役
、
川
合
さ

ん
逝
去
＝
３
面

▽�

令
和
元
年
度
賛
助
会
員
芳
名
録
＝
４
面

▽�

新
元
号
で
僥
倖
に
沸
く
太
宰
府
市
＝
５

面
▽�「
福
岡
だ
よ
り
」＝
７
面

　

軍
部
の
横
暴
の
抑
制
を
図

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
極
東
国

際
軍
事
裁
判
、い
わ
ゆ
る「
東

京
裁
判
」
で
、
文
民
で
た
だ

一
人
、
死
刑
の
判
決
を
受
け

刑
死
し
た
福
岡
県
が
生
ん
だ

悲
運
の
宰
相
、
廣
田
弘
毅
先

生
の
顕
彰
祭
が
、
さ
る
五
月

十
八
日
、
行
わ
れ
た
。
一
般

社
団
法
人
玄
洋
社
記
念
館
の

主
催
。

　

例
年
、
福
岡
市
中
央
区
城

内
五
の
廣
田
先
生
の
銅
像
の

前
で
行
わ
れ
る
が
、
同
日
は

天
候
不
良
の
た
め
、
福
岡
県

護
国
神
社
に
会
場
を
替
え
斎

行
さ
れ
た
。
足
下
の
わ
る
い

中
を
崇
敬
者
ら
約
三
十
人
が

参
列
し
た
。

　

同
神
社
の
田
村
豐
彦
宮
司

を
祭
主
に
、
祝
詞
奏
上
、
玉

串
奉
奠
、
玄
洋
社
記
念
館
の

吉
村
剛
太
郎
理
事
長
に
よ
る

祭
文
奉
読
、
筑
前
琵
琶
の
献

奏
な
ど
で
廣
田
先
生
を
慰
霊

し
、
ご
遺
徳
を
顕
彰
し
た
。

　

献
奏
さ
れ
た
筑
前
琵
琶
の

曲
は
北
川
晃
二
作
詞
、
青
山

旭
子
作
曲
の「
廣
田
弘
毅
」。

作
曲
者
の
筑
前
琵
琶
保
存
会

会
主
、
青
山
旭
子
さ
ん
と
弟

子
で
同
会
教
司
、
髙
木
青
鳳

さ
ん
が
情
感
あ
ふ
れ
る
演
奏

を
聞
か
せ
た
。

　

髙
木
青
鳳
さ
ん
は
、
昨
年

九
月
九
日
に
東
京
で
開
か
れ

た
日
本
琵
琶
楽
協
会
主
催
の

第
五
十
五
回
琵
琶
楽
コ
ン
ク

ー
ル
で
「
扇
の
的
」
を
演
奏

し
、
全
国
一
位
の
「
文
部
科

学
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
て
い

る
。
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭

で
は
、
青
山
旭
子
さ
ん
と
過

去
数
度
、
演
奏
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

作
詞
者
の
北
川
晃
二
氏

は
、
大
正
九
年
生
ま
れ
で
故

人
だ
が
、
昭
和
五
十
年
、
廣

田
先
生
の
伝
記
『
黙
し
て
ゆ

か
む
』
を
著
し
講
談
社
か
ら

出
版
さ
れ
て
い
る
地
元
、
福

岡
の
作
家
。

　

廣
田
先
生
は
、
東
京
裁
判

の
法
廷
で
は
一
言
の
弁
解
も

せ
ず
、国
士
の
志
を
貫
い
た
。

戦
犯
の
指
定
を
受
け
出
頭
す

る
日
、
学
生
寮
「
浩
浩
居
」

の
寮
生
を
呼
び
「
常
に
国
の

た
め
命
を
賭
し
て
き
た
つ
も

り
だ
。
し
か
し
、
一
切
の
弁

解
は
し
な
い
つ
も
り
で
い

る
」
と
言
い
残
し
て
い
る
。
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寺
田
屋
騒
動
は
維
新
史
の
中
で
も
最
も
悲
惨
な
事
件
で

は
あ
っ
た
が
、こ
れ
を
契
機
に
時
勢
は
急
角
度
に
屈
折
し
、

か
つ
激
し
さ
を
加
え
、
急
流
と
な
っ
て
い
く
。

　

筑
前
で
は
平
野
國
臣
が
枡
木
屋
の
獄
で
〝
籠
（
こ
）
に

住
む
憂
き
目
〟
を
味
わ
っ
て
い
た
。
加
藤
司
書
を
中
心
と

す
る
筑
前
勤
王
派
も
、
ま
だ
活
発
な
動
き
は
見
せ
て
い
な

い
。
こ
の
時
期
、
維
新
へ
の
爆
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
至
る

と
こ
ろ
で
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
が
後
年
、
玄
洋
社

で
活
躍
す
る
人
々
は
ま
だ
少
年
あ
る
い
は
幼
年
期
で
手
習

い
に
精
を
出
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

文
久
二
年（
一
八
六
二
年
）の
年
齢
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

（
い
ず
れ
も
数
え
年
）

　

箱
田
六
輔　
　
　

十
三
歳

　

進
藤
喜
平
太　
　

十
二
歳

　

平
岡
浩
太
郎　
　

十
二
歳

　

頭
山
満　
　
　
　
　

八
歳

　

奈
良
原
至　
　
　
　

六
歳

　

来
島
恒
喜　
　
　
　

四
歳

　

杉
山
茂
丸
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

伏
見
寺
田
屋
で
尊
攘
激
徒
を
鎮
圧
し
た
島
津
久
光
は
勅

使
・
大
原
重
徳
に
随
っ
て
東
上
し
た
。

　

大
原
重
徳
は
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
が
気
性
の
激
し
い
慷

慨
（
こ
う
が
い
）
家
で
、
将
軍
に
対
し
て
攘
夷
の
実
行
と

幕
政
の
改
革
（
一
橋
慶
喜
、
松
平
慶
永
の
挙
用
を
含
む
）

　

勤
皇
・
倒
幕
に
奔
走
し
、

鹿
児
島
・
錦
江
湾
で
入
水
し

た
西
郷
隆
盛
を
救
助
し
た
福

岡
藩
の
志
士
、
平
野
國
臣
の

生
誕
祭
が
三
月
二
十
三
日
、

福
岡
市
中
央
区
西
公
園
に
立

つ
國
臣
の
銅
像
の
前
で
催
さ

れ
た
。
平
野
神
社
（
山
内
圭

司
宮
司
）
の
主
催
。

　

國
臣
の
生
誕
祭
は
例
年
、

同
区
地
行
一
丁
目
の
平
野
神

社
で
、
ま
た
、
五
年
ご
と
に

銅
像
前
で
催
さ
れ
る
。

　

今
年
は
國
臣
の
生
誕
百
九

十
一
年
、没
後
百
五
十
五
年
、

銅
像
再
建
五
十
五
周
年
に
当

た
る
。
北
海
道
や
関
東
、
関

西
な
ど
各
地
か
ら
駆
け
つ
け

た
ご
遺
族
は
じ
め
、
國
臣
の

崇
敬
者
ら
約
八
十
人
が
参
列

し
た
。

　

山
内
宮
司
を
祭
主
に
、
國

臣
を
慰
霊
、
顕
彰
す
る
神
事

が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

奉
納
行
事
が
多
彩
だ
っ

た
。

　

福
岡
藩
の
秘
伝
だ
っ
た
杖

道
「
神
道
夢
想
流
」
は
じ
め

剣
術
、
鎖
鎌
術
の
武
道
演
武

が
披
露
さ
れ
、
國
臣
が
生
き

た
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。

　
「
戯
曲
・
平
野
國
臣
」
は
、

國
臣
が
西
郷
隆
盛
と
と
も
に

勤
皇
の
僧
、
月
照
を
薩
摩
に

入
国
さ
せ
よ
う
と
苦
心
す
る

過
程
を
筑
前
琵
琶
や
語
り
、

和
歌
朗
詠
で
聞
か
せ
た
。

　

國
臣
の
玄
孫
で
、
大
阪
府

豊
中
市
在
住
の
原
国
俊
氏

（
70
）
は
「
こ
の
銅
像
が
、

若
い
人
が
歴
史
を
学
び
新
し

い
時
代
を
築
く
た
め
の
役
に

立
つ
と
信
じ
て
い
る
」
と
挨

拶
し
た
。

〈18〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

銅
像
の
前
で
五
年
ぶ
り

銅
像
の
前
で
盛
大
に
催
さ
れ
た
平
野
國
臣
の
生
誕
祭

写
真
㊨
は
國
臣
生
誕
祭
に
参

列
し
た
人
た
ち
㊧
は
戯
曲
・

平
野
國
臣
の
上
演

志
士
・
國
臣
の
生
誕
祭

2
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を
求
め
る
勅
旨
を
伝
え
た
。

　

幕
府
の
側
で
は
薩
摩
の
国
父
と
は
い
う
も
の
の
無
位
無

冠
の
島
津
久
光
が
勅
使
に
随
行
し
て
威
勢
を
ふ
る
う
の
を

快
く
思
わ
な
い
。
久
光
は
終
始
、
白
眼
視
さ
れ
て
本
人
も

決
し
て
愉
快
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
逆
に
高
姿
勢
に
な

る
。
勅
使
・
大
原
の
態
度
も
傍
若
無
人
で
あ
っ
た
。
朝
廷

と
幕
府
の
力
関
係
は
既
に
逆
転
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

久
光
は
、
と
も
か
く
彼
な
り
の
国
事
周
旋
を
終
わ
っ
て

江
戸
を
出
発
し
帰
国
の
途
に
つ
く
の
だ
が
文
久
二
年
八
月

二
十
一
日
、
神
奈
川
近
く
の
生
麦
（
な
ま
む
ぎ
）
村
で
大

事
件
を
起
こ
す
。
久
光
の
行
列
の
供
先
を
切
っ
た
イ
ギ
リ

ス
人
を
供
の
藩
士
が
斬
っ
て
一
人
を
殺
し
二
人
に
重
傷
を

負
わ
せ
た
。

　

久
光
は
尊
攘
派
か
ら
は
攘
夷
の
魁
（
さ
き
が
け
）
と
し

て
賞
賛
を
あ
び
る
の
だ
が
幕
府
は
大
迷
惑
を
蒙
っ
た
あ
げ

く
巨
額
の
賠
償
金
を
支
払
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

賠
償
金
十
万
ポ
ン
ド
は
銀
貨
で
支
払
わ
れ
る
の
だ
が
、

そ
の
時
の
状
況
を
当
時
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
通
訳
官
で
あ

っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（
の
ち
に
駐
日
公
使
）
は
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
朝
早
く
か
ら
各
二
千
ド
ル
入
り
の
箱
を
積
ん
だ
荷
馬

車
が
公
使
館
に
到
着
し
始
め
た
。
公
使
館
で
は
シ
ナ
人
の

貨
幣
鑑
定
人
（
貨
幣
が
本
物
か
ど
う
か
検
査
す
る
た
め
極

東
に
お
い
て
商
人
や
銀
行
家
が
雇
っ
て
い
る
者
）
の
全
部

を
貨
幣
の
検
査
と
勘
定
の
た
め
方
々
か
ら
駆
り
集
め
た
。

記
録
室
は
、こ
れ
ら
の
イ
ン
テ
リ
・
シ
ナ
人
で
混
雑
し
た
。

彼
ら
は
貨
幣
と
貨
幣
を
ぶ
っ
つ
け
て
み
た
り
、
い
く
つ
か

に
分
け
て
積
み
上
げ
た
り
、
こ
れ
を
箱
に
詰
め
て
艦
隊
の

甲
板
へ
運
ば
せ
た
り
す
る
の
に
忙
し
く
立
ち
働
い
た
。
こ

の
仕
事
は
三
日
間
か
か
っ
た
」（
坂
田
精
一
訳
「
一
外
交

官
の
見
た
明
治
維
新
」）

　

こ
の
賠
償
金
支
払
い
も
、
す
ん
な
り
行
わ
れ
た
も
の
で

は
な
く
幾
多
の
紛
糾
と
曲
折
が
あ
っ
た
。

 

（
こ
の
項
続
く
）

　

九
州
電
力
の
社
長
、
会
長

を
務
め
た
川
合
辰
雄
さ
ん

が
、
さ
る
三
月
三
日
、
病
気

の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
百
二

歳
だ
っ
た
。

　

川
合
さ
ん
は
、
明
朗
闊
達

（
か
っ
た
つ
）
な
人
柄
で
知

ら
れ
、
社
業
は
も
ち
ろ
ん
、

九
州
の
経
済
、
文
化
の
発
展

に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

が
、
道
路
拡
幅
工
事
で
伐
採

寸
前
の
道
路
沿
い
の
「
桧
原

桜
」（
福
岡
市
南
区
桧
原
一

丁
目
）
が
救
わ
れ
た
、「
桧

原
桜
の
物
語
」
の
一
連
の
過

程
で
は
、
市
民
の
助
命
の
願

い
を
当
時
の
進
藤
一
馬
市
長

（
玄
洋
社
記
念
館
創
設
者
）

に
橋
渡
し
す
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
ら
れ
た
。

　
「
桧
原
桜
の
物
語
」
は
、

こ
う
で
あ
る
。

　

昭
和
五
十
九
年
三
月
十
一

日
、
桜
の
伐
採
計
画
を
知
っ

た
「
桧
原
桜
」
近
く
に
住
む

銀
行
員
（
当
時
）、
土
居
善

胤
さ
ん
（
90
）
は
、
助
命
の

桜
」
の
近
く
に
住
む
川
合
さ

ん
（
当
時
、
九
電
社
長
）
が

ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
に
目
に
し

た
。
川
合
さ
ん
は
出
社
し
て

会
社
の
秘
書
に
「
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
な
―
」。
秘
書

は
、親
し
い
新
聞
記
者
に「
桧

原
に
面
白
い
も
の
が
あ
る
」

と
告
げ
た
。
現
場
に
赴
い
た

記
者
は
「
こ
れ
は
ビ
ッ
グ
ニ

ュ
ー
ス
」
と
記
事
に
し
た
。

　

進
藤
市
長
は
登
庁
前
の

朝
、自
宅
で
記
事
を
読
ん
だ
。

そ
し
て
「
風
流
と
は
、
ま
さ

に
こ
の
こ
と
だ
な
」
と
長
女

の
洋
子
さ
ん
（
故
人
）
に
言

っ
た
と
い
う
。

　

進
藤
市
長
は
「
市
長
で
も

私
情
で
行
政
は
動
か
せ
な
い

が
、
な
ん
と
か
花
の
命
を
延

ば
す
方
法
は
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
」
と
思
い
、
登
庁
し
て

担
当
部
署
に
そ
う
伝
え
た

（
進
藤
市
長
の
聞
き
書
き「
雲

峰
閑
話
」
よ
り
）。

　

担
当
部
署
は
、
進
藤
市
長

の
意
を
く
ん
で
、
桜
を
切
ら

ず
に
す
む
よ
う
に
計
画
を
少

し
変
え
た
。

　
「
桧
原
桜
」
は
今
春
も
美

し
い
花
を
開
い
た
。
多
く
の

市
民
が
見
物
に
や
っ
て
き

た
。
学
校
で
桧
原
桜
の
和
歌

を
作
っ
た
と
い
う
中
学
生
の

息
子
と
、
毎
年
春
、
桜
を
背

景
に
家
族
写
真
を
撮
っ
て
い

る
と
い
う
親
子
も
訪
れ
た
。

　

南
区
役
所
は
「
桧
原
桜
」

を
地
域
振
興
の
資
源
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
し

て
い
る
。
川
合
さ
ん
が
取
っ

た
橋
渡
し
の
労
は
、
意
義
が

大
き
い
。

　

川
合
さ
ん
の
お
別
れ
の
会

が
三
月
十
日
、
福
岡
市
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
が
八
百
人

も
の
人
が
参
列
し
て
別
れ
を

惜
し
ん
だ
。

和
歌
を
色
紙
に
書
い
て
桜
の

幹
に
く
く
り
つ
け
た
。

　
「
花
守
り
進
藤
市
長
殿　

花
あ
わ
れ　

せ
め
て
は
あ
と

二
旬　

つ
い
の
開
化
を
ゆ
る

し
給
え
」

　

そ
れ
を
、
や
は
り
「
桧
原

元
九
電
社
長

川
合
辰
雄
さ
ん
逝
去

「
桧
原
桜
」助
命
の
願
い
を
橋
渡
し

102歳

今年も花を咲かせた「桧原桜」を、大勢の市民が見物に訪れた
＝３月31日撮影
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玄　　　　　　　　　洋令和元年９月１日 第 134号　　　（4）

戸
高　

有
基　
（
津
久
見
市
）

坂
井　

貞
夫　
　
（
福
岡
市
）

櫻
木　

嵩
士

　
　
　
　
（
徳
島
県
阿
南
市
）

原　
　

祐
一　
　
（
福
岡
市
）

谷
本　

憲
彦　
　
（
広
島
市
）

草
野　

和
子　
　
（
松
戸
市
）

箱
田　

克
輔　
　
（
狛
江
市
）

秋
吉　

謙
一　
（
久
留
米
市
）

日
野　

俊
二　
（
筑
紫
野
市
）

濱
地
勝
太
郎

　
　
　
　
（
栃
木
県
下
野
市
）

梶
原　
　

昻　
　
（
福
岡
市
）

山
田　
　

真　
（
筑
紫
野
市
）

安
川　

重
臣　
　
（
福
岡
市
）

平
湯　

芳
裕　
（
名
古
屋
市
）

堀
内　

恭
彦　
　
（
福
岡
市
）

中
本　

零
時　
　
（
東
京
都
）

豊
沢　
　

猛　
　
（
福
岡
市
）

横
田　

進
太　
　
（　

同　

）

室　
　
　

潔　
　
（
東
京
都
）

小
野　
　

稔

　
　
　
　
（
福
岡
県
宮
若
市
）

生
武　
　

治　
　
（
福
岡
市
）

国
松　
　

誠　
　
（
藤
沢
市
）

堤
田　
　

智　
　
（
福
岡
市
）

岩
崎　

成
敏　
　
（　

同　

）
進
藤　
　

玄　
　
（
府
中
市
）

二
之
湯　

智　
　
（
京
都
市
）

荒
津　

茂
徳

　
　
　
　
（
愛
知
県
日
進
市
）

妹
尾　

正
為　
　
（
福
岡
市
）

大
原　
　

毅　
　
（　

同　

）

坂
牧　

大
陸　
　
（　

同　

）

魚
谷　

哲
央　
　
（
京
都
市
）

吉
武　

義
和　
　
（
防
府
市
）

吉
武　

健
志　
　
（　

同　

）

梅
本　

真
央　
　
（
福
岡
市
）

西
本　

潤
也　
　
（　

同　

）

庄
野
崎
徹
二　
　
（　

同　

）

進
藤　

訓
子　
　
（　

同　

）

西
嶋　

俊
成　
　
（　

同　

）

三
木　

年
史　
　
（
徳
島
市
）

庵
原　

義
一　
　
（
古
賀
市
）

縄
田　

智
行　
　
（
福
岡
市
）

箱
田　

満
輔　
　
（
小
平
市
）

有
馬　
　

學　
　
（
東
京
都
）

後
藤　

元
生　
　
（
福
岡
市
）

武
田　
　

　

　
　
　
　
　
（
さ
い
た
ま
市
）

八
板　

俊
輔　
（
西
之
表
市
）

福
田　

明
彦　
　
（
福
岡
市
）

西
口　

英
世　
　
（
川
越
市
）

村
井　

正
隆　
（
久
留
米
市
）

廣
田　

弘
一　
　
（
福
岡
市
）

鬼
木　
　

誠　
　
（　

同　

）

小
石
原　

昭　
　
（
東
京
都
）

塩
川　

隆
三　
　
（
福
岡
市
）

松
田　

元
信　
（
東
近
江
市
）

西
方　
　

忍　
　
（
福
岡
市
）

興
膳　

克
彦　
　
（
中
間
市
）

山
城　

直
之　
　
（
福
岡
市
）

柴
田　

文
彦　
　
（　

同　

）

坂
上　

英
雄　
　
（
大
阪
市
）

田
坂　

大
蔵　
　
（
福
岡
市
）

坂
本　

茂
生　
（
太
宰
府
市
）

渡
邉　

一
馬　
　
（
別
府
市
）

濱
地　

光
男　
　
（
大
府
市
）

速
開　

正
澄　
　
（
福
岡
市
）

柴
田　

文
雄　
　
（　

同　

）

小
野　

勇
夫　
　
（　

同　

）

後
藤　

龍
神

　
　
　
　
（
福
岡
県
筑
前
町
）

三
原　

朝
彦　
（
北
九
州
市
）

中
井
美
佐
子　
　
（
松
戸
市
）

木
戸　

龍
一　
　
（
糸
島
市
）

酒
井　

智
堂　
（
鹿
児
島
市
）

藤
田　

道
子　
　
（
福
岡
市
）

長
岡　

聖
司　
　
（　

同　

）

山
内　

圭
司　
　
（　

同　

）

大
島　

泰
治　
（
大
野
城
市
）

鴛
海　

量
良　
　
（
国
立
市
）

池
内　

公
子

　
　
　
　
（
北
海
道
遠
軽
町
）

＊

　
　

お
礼
の
言
葉

　

今
年
度
も
、
大
勢
の
皆
様

か
ら
賛
助
会
費
の
ご
納
入
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
（
べ
ん
た
つ
）
を
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

（
事
務
局
）

　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

㈱
中
日
本
開
発（
名
古
屋
市
）

㈱
ア
キ
ラ
水
産　
（
福
岡
市
）

九
州
第
一
工
業
㈱（　

同　

）

九
星
飲
料
工
業
㈱（
糸
島
市
）

中
村
工
業
㈱　
　
（
福
岡
市
）

警
固
神
社　
　
　
（　

同　

）

社
会
医
療
法
人
原
土
井
病
院

　
　
　
　
　
　
　
（　

同　

）

東
海
大
学　
　
　
（
東
京
都
）

駿
和
物
流
㈱　
　
（
福
岡
市
）

　
　
　
　
　

◇

人
吉
球
磨
正
剛
会

　
　
　
　
（
熊
本
県
人
吉
市
）

筑
前
琵
琶
保
存
会（
福
岡
市
）

　

▼
個
人
の
部

　
【
三
万
円
】

上
田
藤
兵
衛　
　
（
京
都
市
）

吉
村
剛
太
郎　
　
（
福
岡
市
）

花
田　
　

勲　
　
（
東
京
都
）

　
【
二
万
円
】

大
江
田　

信　
（
太
宰
府
市
）

妹
尾　

俊
見　
　
（
福
岡
市
）

　
【
一
万
円
】

内
藤　

武
宣　
　
（
東
京
都
）

工
藤　
　

慶　
　
（
西
宮
市
）

　

本
年
の
「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
、
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
事
務
局
へ
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日　

時　

 

令
和
元
年
10
月
26
日
（
土
曜
日
）
午
前
11

時
開
始

◇
場　

所　

 

鳥
飼
八
幡
宮
境
内「
中
野
正
剛
先
生
銅
像
」

前
（
福
岡
市
中
央
区
今
川
２
丁
目
１
‐
17
）

　
　
　
　
　

雨
天
の
場
合
は
同
宮
参
集
殿

◇
参
加
費　

 

式
典
だ
け
参
加
の
方
は
千
円
、
直
会
（
な

お
ら
い
）
に
も
参
加
の
方
は
、
ほ
か
に
３

千
円
。

◇
電　

話　

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５
１
１

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５
０
２

　

福
岡
市
中
央
区
荒
戸
一
丁

目
十
四
番
十
一
号
の
中
野
正

剛
先
生
生
誕
地
の
前
の
電
柱

に
「
生
家
跡
」
の
表
示
板
が

掲
示
さ
れ
た
＝
写
真
。

　

福
岡
の
町
お
こ
し
に
取
り

組
む
市
民
団
体
「
ハ
カ
タ
リ

バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」
の
活
動

の
一
環
。

　

現
在
、
生
誕
地
に
建
つ
家

に
は
飯
田
昭
代
さ
ん
が
居

住
。
進
藤
一
馬
先
生
が
寄
贈

し
た
「
生
誕
之
地
」
の
銘
板

を
守
っ
て
い
る
。

賛
助
会
員
芳
名
録

令和元年度

５
月
22
日
受
け
付
け
分
ま
で
（
敬
称
略
）

中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会

「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」を
開
催

中
野
先
生
の

生
誕
地
表
示

4



玄　　　　　　　　　洋　　　令和元年９月１日 第 134号（5）
　

平
成
天
皇
の
ご
退
位
に
よ

っ
て
、
元
号
は
五
月
一
日
か

ら
「
令
和
」
に
変
わ
っ
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
四
月
一
日
、

菅
義
偉
官
房
長
官
か
ら
新
元

号
が
発
表
さ
れ
る
と
、
福
岡

県
太
宰
府
市
は
瞬
時
に
全
国

の
注
目
を
集
め
る
存
在
に
な

っ
た
。「
令
和
」
の
典
拠
で

あ
る
「
万
葉
集
」
の
「
梅
花

の
歌
三
十
二
首
」の「
序
文
」

　

同
市
の
史
跡
・
大
宰
府
政

庁
跡
の
一
角
に
発
掘
資
料
な

ど
を
展
示
す
る
「
大
宰
府
展

示
館
」
が
あ
る
。
目
立
た
な

い
存
在
だ
っ
た
が
、
新
元
号

発
表
の
日
か
ら
観
光
客
が
全

国
か
ら
押
し
寄
せ
、
四
月
二

日
か
ら
七
日
ま
で
の
六
日
間

で
一
万
人
を
突
破
し
た
。

　

政
庁
跡
の
す
ぐ
横
に
「
坂

本
八
幡
神
社
」
が
あ
る
。
こ

が
、
古
代
、
九
州
一
帯
の
統

治
を
し
た
役
所
「
大
宰
府
」

の
長
官
だ
っ
た
大
伴
旅
人
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
「
大
宰
府
」
は
、
現
在
の

太
宰
府
市
に
あ
っ
た
。
福
岡

市
か
ら
急
行
電
車
で
約
四
十

分
。
学
問
の
神
様
、
菅
原
道

真
公
を
祭
る
太
宰
府
天
満
宮

の
門
前
町
で
知
ら
れ
る
。

こ
に
旅
人
邸
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
、「
梅
花
の
歌
三
十
二

首
」
は
、
天
平
二
年
（
七
三

〇
）
正
月
十
三
日
（
旧
暦
）、

旅
人
が
自
邸
で
催
し
た
「
梅

花
の
宴
」
で
詠
ま
れ
た
と
い

わ
れ
る
。（
序
文
の
筆
者
や

旅
人
邸
の
位
置
に
は
他
の
説

も
あ
る
）

　

四
月
末
か
ら
の
十
連
休
も

手
伝
っ
て
、
同
市
を
訪
れ
る

観
光
客
の
勢
い
は
、
今
も
止

ま
ら
な
い
。

　

押
し
寄
せ
る
観
光
客
の
対

応
に
、
同
市
は
行
政
も
、
民

間
も
大
わ
ら
わ
だ
。

　

坂
本
八
幡
宮
を
維
持
す
る

地
区
の
人
た
ち
は
境
内
に
テ

ン
ト
を
張
り
、
写
真
撮
影
用

に
「
令
和
」
と
揮
毫
（
き
ご

う
）
し
た
額
を
準
備
し
て
来

訪
者
を
迎
え
て
い
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
史
跡
解
説
員
グ

ル
ー
プ
は
、
研
修
会
を
開
い

た
。
市
は
駐
車
場
に
警
備
員

を
配
置
し
た
。

　

新
元
号
が
運
ん
で
き
僥
倖

（
ぎ
ょ
う
こ
う
）
に
太
宰
府

市
は
沸
い
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
「
天
満
宮
」
を
柱
に
栄
え

て
き
た
が
、こ
れ
か
ら
は「
令

和
ゆ
か
り
の
地
」
を
加
え
た

二
本
柱
の
観
光
資
源
で
、
客

を
呼
び
寄
せ
る
構
え
だ
。

花
　
田
　
　
　
　
勲

児
　
玉
　
　
和
　
久

株
式
会
社

　玄 

南 

荘

代
表
取
締
役
社
長
　

渕
　
上
　
髙
　
当

本
　
　
社
　
福
岡
市
中
央
区
荒
戸
二‒

三‒

四
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
二‒

七
一
五‒

六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
九
二‒

七
五
二‒

〇
六
二
三

Ｈ
　
　
Ｐ
　 http://gennanso.com

/

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
　fukuoka@

gennanso.com

学
生
会
館（
学
生
寮
）・
単
身
者
向
け
事
業

受
託
給
食
・
Ｆ
＆
Ｂ（
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
）事
業

会
　
長

代
表
取
締
役
社
長

新元号「令和」ゆかりの地

僥倖に沸く太宰府市
来訪客対応に大わらわ

「令和」の額を持って記念写真を撮る坂本八幡宮の観光客＝平成31年４月13日撮影
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玄　　　　　　　　　洋令和元年９月１日 第 134号　　　（6）
　
　
（
前
号
か
ら
）

　

こ
れ
が
西
郷
が
閣
議
で
主

張
し
て
承
認
を
得
た
経
過

を
、
は
っ
き
り
と
自
筆
で
書

き
各
参
議
に
同
意
さ
せ
た
点

を
、
要
記
し
て
再
確
認
を
も

と
め
た
文
書
だ
。
現
代
讀
者

に
注
意
し
て
お
く
が
、
当
時

は
対
日
外
交
の
英
佛
の
公
館

は
、
横
浜
に
常
時
護
衛
軍
隊

を
駐
留
さ
せ
て
い
た
。
西
郷

は
、そ
れ
を
非
礼
と
信
じ
て
、

韓
国
が
少
々
の
乱
暴
を
し
て

も
、
日
本
は
、
英
佛
の
よ
う

な
非
礼
外
交
は
せ
ぬ
、
公
然

た
る
礼
節
道
義
の
説
得
外
交

で
人
事
を
つ
く
す
と
い
う
の

で
「
征
韓
」
の
語
な
ど
一
語

も
な
い
。
道
義
的
説
得
使
節

の
熱
望
で
あ
る
。

　
（
文
字
は
詳
し
く
は
書
翰

大
成
第
四
巻
参
照
）

く
の
私
信
を
書
い
て
い
る
。

そ
れ
は
征
韓
論
者
を
宥
め
る

目
的
を
も
っ
て
書
い
た
論
法

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
書

簡
の
中
に
一
つ
の
疑
点
を
感

じ
さ
せ
た
語
が
あ
る
。
そ
の

な
か
の
文
で
、
武
断
主
義
の

板
垣
が
、
武
力
背
景
の
外
交

で
な
く
て
は
韓
国
は
動
か

ぬ
、
礼
節
で
は
話
が
つ
か
ぬ

と
の
論
な
の
で
お
そ
ら
く
礼

節
道
義
外
交
の
私
が
「
死
ぬ

事
に
な
る
か
ら
、
韓
国
の
事

は
、
私
が
死
ん
で
か
ら
、
そ

の
後
で
の
貴
方
の
仕
事
に
し

て
く
れ
」
と
の
論
法
を
用
い

て
説
得
し
た
。
あ
ま
り
に
、

は
っ
き
り
と
「
死
ぬ
」
と
書

い
て
あ
る
の
で
板
垣
は
「
こ

れ
は
西
郷
が
自
ら
死
地
を
選

び
、
日
本
の
最
高
官
が
暴
殺

さ
れ
た
と
の
理
由
で
、
征
韓

を
や
れ
と
の
名
分
を
立
て
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
推

測
し
た
。
西
郷
が
、
自
分
が

み
す
み
す
死
ぬ
と
分
っ
て
暴

殺
さ
れ
る
の
は
困
る
と
思
っ

て
、
板
垣
は
「
死
を
急
が
な

い
で
く
れ
」
と
回
書
し
た
。

西
郷
は
「
死
生
の
判
断
は
、

私
が
よ
く
心
得
て
い
る
。
決

し
て
死
に
急
い
だ
り
せ
ぬ

が
、
死
後
に
軍
事
の
要
が
あ

る
時
は
、
ぜ
ひ
と
も
貴
方
に

　

西
郷
の
真
意
を
誤
る
流
表

　

西
郷
は
、
征
韓
論
に
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
た
。
と
こ
ろ
が

世
間
で
は
、
西
郷
が
行
け
ば

必
ず
征
韓
の
役
が
お
こ
る
と

の
流
説
が
高
ま
っ
て
い
た
。

議
長
と
し
て
右
の
よ
う
な
西

郷
の
主
張
を
採
決
し
た
三
條

す
ら
も
「
西
郷
の
心
中
は
確

か
め
が
た
い
」
と
流
説
に
迷

っ
て
お
り
、岩
倉
や
大
久
保
、

木
戸
は
西
郷
の
こ
の
文
を
見

て
も
、
西
郷
を
征
韓
論
者
と

決
め
て
し
ま
っ
て
、
西
郷
渡

韓
に
反
対
し
て
西
郷
を
下
野

さ
せ
る
。

　

ど
う
し
て
そ
ん
な
変
な
こ

と
に
な
っ
た
の
か
。
西
郷
の

文
書
と
し
て
は
、
軍
事
的
強

硬
論
者
だ
っ
た
板
垣
の
同
意

を
と
り
つ
け
る
た
め
に
、
多

頼
む
」
と
云
う
こ
と
な
の
だ

と
回
答
し
て
い
る
。西
郷
は
、

必
死
懸
命
で
、
礼
節
を
つ
く

し
た
道
義
外
交
に
つ
と
め

る
。
自
分
が
生
き
て
い
る
限

り
は
、道
義
を
固
守
す
る
が
、

自
分
が
死
ん
で
し
ま
え
ば
、

そ
れ
か
ら
後
の
事
は
、
力
が

及
ば
な
い
。板
垣
に
対
し
て
、

礼
節
外
交
を
望
ん
で
も
致
し

方
の
な
い
の
は
分
か
っ
て
い

る
。
死
後
ま
で
板
垣
を
指
図

す
る
権
能
は
な
い
し
、
そ
れ

は
板
垣
流
で
も
致
し
方
な
い

が
、
自
分
が
生
き
て
い
る
か

ぎ
り
は
、
礼
節
正
し
い
道
義

外
交
を
貫
き
た
い
自
分
を
特

使
と
し
て
認
め
て
く
れ
」
と

頼
ん
だ
の
だ
。

　

威
圧
外
交
の
主
張
者
だ
っ

た
板
垣
も
、
西
郷
が
、
そ
れ

ほ
ど
ま
で
の
決
心
な
ら
ば
、

西
郷
特
使
の
礼
節
道
義
外
交

で
よ
か
ろ
う
。西
郷
な
ら
ば
、

決
し
て
国
の
威
信
を
傷
つ
け

る
よ
う
な
外
交
は
せ
ぬ
と
認

め
て
、
西
郷
特
使
案
に
、
積

極
的
に
同
意
し
た
。西
郷
は
、

猛
り
立
つ
一
部
日
本
の
威
圧

外
交
論
者
を
苦
心
説
得
す
る

に
成
功
し
た
。
か
れ
は
今
ま

で
の
三
流
外
交
官
と
は
違
っ

て
、
維
新
政
府
の
最
高
位
に

あ
る
の
だ
か
ら
、
釜
山
な
ど

で
な
く
京
城
に
行
き
、
李
王

朝
の
国
王
な
り
最
高
実
力
者

と
会
談
で
き
る
。
そ
こ
で
必

死
懸
命
に
、
礼
節
を
尽
く
し

直
談
判
で
、
日
韓
の
命
運
を

決
す
る
説
得
を
熱
望
し
た
。

か
れ
は「
死
に
急
ぎ
は
せ
ぬ
。

生
死
の
判
断
は
私
が
心
得
て

い
る
」
と
の
語
で
、
そ
の
礼

節
あ
る
説
得
外
交
へ
の
自
信

を
、
ひ
そ
か
に
板
垣
に
も
示

し
た
。

　

だ
が
板
垣
が
初
め
誤
っ
て

推
測
し
た
よ
う
な
流
説
が
予

想
外
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
こ
の

短
絡
推
理
の
流
説
解
釈
が
、

西
郷
か
ら
征
韓
の
主
張
を
一

語
も
聞
か
な
い
三
條
、岩
倉
、

木
戸
ま
で
を
怪
し
ま
せ
た
。

後
世
の
西
郷
崇
敬
者
の
知
識

人
―
内
村
鑑
三
著
「
代
表
的

日
本
人
」
―
で
す
ら
も
、
こ

れ
と
似
た
認
識
を
し
た
の

で
、
後
世
に
西
郷
征
韓
論
説

が
、
な
か
な
か
根
づ
よ
い
認

識
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
と
思
う
。

　

た
ゞ
私
は
大
久
保
は
分
か

っ
て
い
た
と
思
う
の
だ
が
、

多
少
問
題
が
あ
る
。
彼
は
昔

か
ら
西
郷
無
二
の
親
友
で
あ

り
同
志
で
あ
っ
て
、
そ
の
心

底
を
知
る
こ
と
も
っ
と
も
深

い
。
西
郷
の
心
中
が
分
か
ら

な
い
は
ず
が
な
い
。
か
れ
は

岩
倉
よ
り
遙
か
に
早
く
帰
郷

し
て
お
り
、
東
京
政
局
の
消

息
も
よ
く
見
つ
め
な
が
ら
、

し
か
も
沈
黙
し
て
い
た
。
彼

は
外
遊
中
の
留
守
政
府
の
仕

事
に
不
満
で
自
ら
辞
任
を
考

え
て
い
た
ら
し
く
も
見
え

る
。
し
か
し
帰
朝
し
た
岩
倉

の
懇
請
に
よ
っ
て
、
渡
欧
中

に
か
れ
が
学
び
、
か
つ
思
想

し
た
欧
米
的
政
治
哲
学
に
よ

っ
て
、
東
洋
的
西
郷
の
政
治

哲
学
と
鋭
く
相
対
決
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

そ
れ
は
明
治
維
新
の
建
設

に
、
も
っ
と
も
大
き
な
功
業

の
あ
っ
た
西
郷
と
大
久
保
と

が
、
近
代
国
家
日
本
の
進
路

を
立
て
よ
う
と
す
る
時
期

に
、
そ
の
政
治
哲
学
の
本
質

に
つ
い
て
相
対
決
し
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
深
刻
に
し
て
重
大
な
思
想

対
決
で
あ
っ
た
。
在
野
の
自

由
人
は
、
と
も
あ
れ
、
政
治

家
に
し
て
西
郷
と
大
久
保
ほ

ど
の
思
想
的
信
念
対
決
の
歴

史
を
残
し
た
政
治
家
は
、
そ

の
後
一
世
紀
の
間
に
現
れ
な

か
っ
た
。
大
久
保
の
見
識
と

理
論
も
ま
た
、
そ
の
根
底
を

深
く
知
る
べ
き
で
あ
る
。

 

　
（
次
号
に
続
く
）

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
発
行
「
玄
洋
」
特
別
号
外
版
よ
り
再
録
）

誤
認
の
歴
史
を
改
め
さ
す
為
に

葦 

津 

珍 

彦
⑤〈４〉
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が
、
参
道
の
模
様
替
え
で
、

い
っ
そ
う
人
気
が
高
ま
り
そ

う
だ
。

　

同
市
は
、
博
多
区
の
他
の

地
区
の
著
名
な
寺
院
前
の
通

　

博
多
っ
子
の
氏
神
様
、
櫛

田
神
社
（
福
岡
市
博
多
区
上

川
端
町
）
の
表
参
道
が
、
普

通
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
か

ら
、
石
畳
風
の
舗
装
に
模
様

替
え
さ
れ
た
。

　

参
道
は
、
櫛
田
神
社
の
楼

門
前
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
に

通
じ
る
「
大
博
通
り
」
ま
で

の
約
二
百
三
十
㍍
。
こ
の
三

月
末
に
工
事
を
終
え
た
。

　

参
道
に
は
博
多
織
、
博
多

人
形
な
ど
の
博
多
の
伝
統
工

芸
や
歴
史
を
伝
え
る
市
立

「『
博
多
町
家
』
ふ
る
さ
と

館
」、
古
い
歴
史
の
あ
る
卸

問
屋
、
旅
館
な
ど
が
あ
っ
て

博
多
情
緒
が
漂
う
。
参
道
が

石
畳
風
の
舗
装
に
な
っ
て
、

博
多
ら
し
さ
が
、
一
段
と
高

ま
っ
た
。

　

従
来
か
ら
多
く
の
国
内
外

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た

り
で
も
同
様
の
工
事
を
行

い
、
観
光
振
興
を
意
識
し
た

博
多
ら
し
さ
の
雰
囲
気
の
盛

り
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。

　
地
元
が
建
設
を
断
念

　
玄
洋
社
先
覚
が
寄
贈

　

櫛
田
神
社
の
現
在
の
表
参

道
の
う
ち
、
櫛
田
神
社
楼
門

か
ら
約
百
二
十
㍍
は
、
明
治

三
十
五
年
六
月
に
に
完
成
し

た
。

　

明
治
二
十
四
年
か
ら
、
地

元
の
人
々
が
参
道
を
建
設
し

よ
う
と
、
い
く
ら
か
の
土
地

を
買
収
し
た
が
、
諸
般
の
事

情
で
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。

　

事
情
を
知
っ
た
玄
洋
社
の

　

博
多
っ
子
の
血
を
沸
か
す

福
岡
市
の
博
多
祇
園
山
笠

は
、
今
年
も
七
月
一
日
か
ら

十
五
日
ま
で
華
麗
か
つ
豪
快

に
展
開
さ
れ
た
。

　

七
百
七
十
年
余
の
歴
史
を

誇
る
祭
り
は
、
博
多
の
人
々

と
の
共
鳴
で
時
代
を
生
き
抜

平
岡
浩
太
郎
、
大
野
仁
平
、

児
島
哲
太
郎
の
三
先
覚
が
全

額
を
寄
付
し
て
出
来
上
が
っ

た
。
参
道
は
後
に
大
博
通
り

ま
で
延
長
さ
れ
た
。

　

平
岡
浩
太
郎
は
玄
洋
社
の

初
代
社
長
。
福
岡
県
の
産
炭

地
だ
っ
た
筑
豊
地
方
で
炭
鉱

を
経
営
し
た
。
大
野
仁
平
は

き
、
博
多
の
人
々
の
暮
ら
し

に
有
形
、
無
形
の
影
響
を
与

え
て
き
た
と
い
え
る
。

　

現
在
、
全
国
の
映
画
館
、

劇
場
で
行
わ
れ
て
い
る
深
夜

興
業
の
「
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
」

も
そ
の
一
つ
。
発
端
は
、
博

多
祇
園
山
笠
な
の
だ
。

博
多
の
侠
客
で
、
平
岡
浩
太

郎
を
助
け
炭
鉱
事
業
に
従
事

し
た
。
児
島
哲
太
郎
も
炭
鉱

の
鉱
長
を
務
め
た
。

　

参
道
の
脇
に
自
然
石
で
出

来
た
高
さ
約
一
・
五
㍍
の
碑

が
建
っ
て
い
る
。正
面
に「
寄

附
主
」
と
し
て
、
三
先
覚
の

氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

山
笠
は
、
櫛
田
神
社
（
福

岡
市
博
多
区
上
川
端
町
）
に

山
笠
を
舁
（
か
）
き
入
れ
る

十
五
日
午
前
四
時
五
十
九
分

か
ら
の
「
追
い
山
」
で
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

　

観
客
は
前
夜
か
ら
町
に
出

て
「
追
い
山
」
ま
で
の
時
間

を
待
つ
。
こ
れ
に
着
目
し
た

の
が
映
画
館
だ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
九
年
七
月
十
四

日
、
福
岡
市
内
の
繁
華
街
の

映
画
館
五
館
が
十
五
日
午
前

四
時
半
ま
で
「
オ
ー
ル
ナ
イ

ト
」
の
連
続
上
映
を
敢
行
し

た
。
こ
れ
が
大
当
た
り
。
館

内
の
売
店
で
は
、
す
し
や
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
も
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
た
。

　

こ
れ
に
味
を
し
め
て
、
追

い
山
前
夜
の
オ
ー
ル
ナ
イ
ト

上
映
は
恒
例
と
な
り
、
現
在

の
年
中
実
施
の
レ
イ
ト
シ
ョ

ー
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

石畳風に模様替えした櫛田神社の表参道。左端の碑に三先覚の名がある

今年も博多っ子を楽しませた博多祇園山笠

映
画
の
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
は

博
多
山
笠
か
ら
始
ま
っ
た

石
畳
風
に
模
様
替
え

櫛
田
神
社
の
表
参
道

7
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ー
書
と
人
物
ー

　

今
回
の
情
報
は
前
・
国
士

舘
大
学
教
授
で
、
現
在
『
国

士
舘
百
年
史
』
編
纂
委
員
会

専
門
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
ら
れ
て
い
る
佐
々
博
雄
さ

ん
よ
り
教
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
だ

よ
り
『
炉ろ

辺へ
ん

閑
話
』
第
六
〇

号
（
平
成
三
十
一
年
三
月
発

行
）
に
「
１
枚
の
古
写
真
と

区
内
の
史
跡
」
と
い
う
文
章

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
執

筆
し
た
の
は
山
田
兼
一
郎
氏

で
現
在
は
国
士
舘
史
資
料
室

に
勤
務
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

山
田
氏
が
博
物
館
に
着
任

し
「
近
所
の
史
跡
巡
り
で
石

碑
を
見
学
し
た
こ
と
」、
ま

た
「
博
物
館
に
今
年
度
寄
贈

さ
れ
た
数
枚
の
古
写
真
を
見

た
こ
と
」、
こ
の
二
つ
が
結

び
つ
い
て
右
の
一
文
が
書
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
写
真
は
「
壮
年
の
男
性

と
立
派
な
白
髭
を
た
く
わ
え

た
老
人
」
が
写
り
、
そ
れ
が

鈴
木
吟ぎ

ん

亮り
よ
う

（
三
十
二
歳
）
と

頭
山
満
（
七
十
七
歳
）
で
し

た
。
山
田
氏
に
よ
る
と
、
鈴

木
吟
亮
は
詩
吟
・
吟
風
会
の

創
設
者
で
吟
亮
流
吟
風
会
総

本
部
は
今
も
杉
並
区
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
昭
和
五

年
（
一
九
三
〇
）
創
設
で
、

写
真
は
そ
の
頃
の
も
の
の
よ

う
で
す
。
ま
た
、地
元
紙「
杉

並
日
報
」
は
吟
亮
を
「
頭
山

翁
と
肝
胆
相
照
ら
す
」
間
柄

と
し
て
報
じ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

試
し
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
検
索
し
た
と
こ
ろ

Y
ouT

ube

に
そ
の
名
も「
吟

亮
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
が
あ
り
、

「
頭
山
満
先
生
と
初
代
鈴
木

吟
亮
」
と
い
う
動
画
（
一
分

四
十
一
秒
）
が
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し

た
。「
初
代
鈴
木
吟
亮
が
流

派
創
立
し
た
際
に
後
見
し
て

い
た
だ
い
た
頭
山
先
生
の
お

供
で
多
摩
に
お
出
か
け
に
な

っ
た
際
に
撮
影
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
映
像
。」
と
説
明
が

あ
り
ま
す
。
車
を
降
り
杖
を

つ
い
て
建
物
に
入
り
、
カ
メ

ラ
の
前
で
記
念
撮
影
し
、
部

屋
に
上
が
っ
て
数
人
で
火
鉢

を
囲
む
。
次
に
亭
々
と
し
た

木
々
に
囲
ま
れ
た
中
、
テ
ン

ト
（
記
帳
所
の
よ
う
に
見
え

る
）
を
張
っ
た
境
内
を
歩

き
、
迎
え
の
黒
塗
り
の
車
に

乗
り
込
む
ま
で
、
カ
メ
ラ
が

頭
山
満
を
追
っ
て
い
ま
す
。

正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、あ
る
い
は
多
摩
御
陵（
武

蔵
陵
墓
地
）
を
参
拝
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
山
田
氏
は
か
つ
て

史
跡
め
ぐ
り
で
見
た
天
沼
八

幡
神
社
（
天
沼
二–

十
八–

五
）
の
「
国
体
明
徴
」
碑
（
一

七
七
セ
ン
チ
×
八
〇
セ
ン

チ
）
を
思
い
出
し
、
現
地
を

再
訪
し
ま
す
。
表
に
頭
山
満

の
字
で
「
国
体
明
徴
」、
裏

に
鈴
木
吟
亮
起
草
の
二
八
文

字
が
刻
ま
れ
、
昭
和
己
卯
四

月
の
年
紀
が
あ
り
ま
す
。
干

支
で
己
卯
（
き
ぼ
う
・
つ
ち

の
と
う
）は
昭
和
十
四
年（
一

九
三
九
）
で
す
。

　

友
人
の
佐
藤
誠
さ
ん
に
改

め
て
写
真
撮
影
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
写
真
１
が
天
沼
八

幡
神
社
（
旧
多
摩
郡
天
沼
村

鎮
座
）。
写
真
２
で
は
「
國

體
明
徴
」
の
左
下
に
「
頭
山

満
」
の
署
名
と
印
二
顆
が
捺

さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
３
）。

上
が「
頭
山
満
章
」、下
が「
立

雲
」
で
す
。

　

裏
面
の
二
八
文
字
は
鈴
木

吟
亮
拝
草
（
写
真
４
。
拝
草

は
拝
み
な
が
ら
文
章
を
書
い

た
と
い
う
意
味
）
で
、「
時

局
非
常
有
所
思
明
徴
国
体
事

須
期
／
建
碑
聊
表
心
衷
赤
虔

祷
神
霊
照
鑑
垂
」
と
、
二
行

に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め

て
い
ま
す
）。
こ
の
ま
ま
で

は
意
味
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
七
文
字
ず
つ
の
四
行

で
「
時
局
は
非
常
に
し
て
思

う
所
有
り
。
国
体
を
明
徴
す

る
事
す
べ
か
ら
く
期

す
べ
し
。
碑
を
建
て

い
さ
さ
か
心
衷
の
赤

き
（
赤
心
・
誠
実
な

心
）
を
表
す
。
う
や

う
や
し
く
神
霊
に
祷い

の

る
。
照
鑑
（
神
が
ご

ら
ん
に
な
る
こ
と
）

を
垂
れ
た
ま
え
。」

と
読
ん
で
み
ま
し
た
。
最
後

の
と
こ
ろ
は
、
な
に
と
ぞ
私

た
ち
の
誠
意
を
お
聞
き
届
け

く
だ
さ
い
、
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。

　

国
体
明
徴
は
昭
和
十
年
に

日
本
社
会
を
席
巻
し
た
言
葉

で
、
天
皇
を
中
心
に
し
た
日

本
の
国
体
の
あ
り
方
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
、
と
い
う
よ
う

な
意
味
で
す
。
美
濃
部
達
吉

の
天
皇
機
関
説
を
排
撃
す
る

動
き
と
結
び
つ
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
記
念
碑
は
昭
和
十

四
年
と
い
う
時
期
か
ら
見

て
、
天
皇
機
関
説
へ
の
危
機

感
と
い
う
よ
り
（
美
濃
部
の

著
書
は
昭
和
十
年
に
発
禁
と

な
る
）、
も
う
少
し
精
神
的

な
信
念
の
よ
う
な
も
の
に
基

づ
く
よ
う
で
す
。
著
名
な
神

社
と
い
う
よ
り
、
鈴
木
吟
亮

が
地
元
の
鎮
守
に
ひ
っ
そ
り

と
建
て
た
こ
と
に
も
そ
れ
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
頭
山
満
と
鈴
木
吟

亮
の
緊
密
な
結
び
つ
き
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

佐
々
博
雄
さ
ん
、
佐
藤
誠

さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
山
田
兼
一
郎
様
の

学
恩
を
蒙
り
ま
し
た
。
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 76 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

⑳

写真１  天沼八幡神社

写真２  国体明徴碑（表）

写真４
国体明徴碑（裏）

写真３  頭山満の署名
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